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モンテカルロシミュレーションにより PET/CT 装置 4機種を模擬し、臨床画像データを組
み込んで計算を行うことで各撮像位置のカウントを取得した。ただし、1 台の PET 装置か
ら取得した臨床画像を他の 3 台に流用して計算を行った。SFfixおよび推定した SF（SFsim）
を用いて NEC を算出した。算出した各装置の平均 SFsimは、0.31〜0.49 の範囲内であった。













0, 2, 4, 6 mm）を変化させて種々のPET画像76枚を用意し、従来の物理学的指標（N10mm, 
QH,10mm/N10mm）の算出、視覚評価および顕著性を算出し相関性を評価した。視覚評価とN10mm、
QH,10mm/N10mmおよび顕著性の相関性はそれぞれ、−0.91、0.87、および0.89であった。顕著性
はカウントが少ない画像に対して強い平滑化、カウントが多い画像に対して弱い平滑化で
高い値となった。顕著性はN10mmに劣らない精度で画質評価が可能であり、カウントと平滑
化の関係から視覚評価や一般的な認識と合致していることから正しく信号の視認性を示し
ていると考えられた。微小病変の描出能を向上させるPoint spread function補正など非線形処
理の効果を含めた総合的な評価が可能であることから、有用な画質評価指標となると考え
られた。 
本研究では、NEC と視覚評価の乖離を生じさせる要因を明確にして、その解決法として
ヒトの見え方に基づいた顕著性を用いた画質評価を提案した。視覚評価は評価者や評価環
境によって結果が影響するが、顕著性を用いることで全ての施設が同じ基準で評価可能と
なり、加えて、視覚スコアを定量的データとして取得可能であることから、詳細な検討が
可能となると期待できる。 
